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１ 保護区の紹介   

東灘区はＪＲ神戸線快速で三宮まで 7 分、梅田

まで 22 分というアクセスの良さと、海と山に囲

まれた環境が好まれ、近畿有数の住宅地として発

展してきました。阪神淡路大震災では多大な被害

を被り、一時的に人口は減少しましたが、マンシ

ョンの新築などが相次ぎ、区の人口は震災以前を

上回っています。 

区内には大学が 6 校、美術館が 6 館、魚崎郷・

御影郷の酒蔵、お洒落なカフェ・スイーツ店・雑

貨店、情緒あふれる下町、臨海工業地域、だんじ

り 32 台など様々な顔をもっています。沖合いに

は海上文化都市として開かれた六甲アイランド

もあります。 

 

２ 東灘区保護司会のあゆみ   

平成１１年４月１日施行の「保護司法の一部を

改正する法律」（平成１０年５月２０日公布）お

よび「保護司会及び保護司会連絡会に関する規則」

（平成１１年１月１９日公布）に基づき平成１１

年４月１日に「東灘区保護司会則、細則」を制定

し、研修部会・犯罪予防部会・協力組織部会を設

置しました。 

 平成１５年度から地域別定例研修年 4 回に加

えて年２回（5 月と翌年 3 月）の自主研修をして

います。 

 平成２４年７月１日に更生保護サポートセン

ターを開設しました。東灘区のほぼ中央にある民

間施設３階の和室約２０ｍ２に情報機器・事務用

品・打合せ机などを備え、隣室には数十名規模の 

有料会議室があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年４月２４日に 3 つの部会に加えて

広報部会を発足しました。この機会に、迅速な事

業展開を目指して、理事として支部長５名に専門

部会の部長４名を追加しました。 

平成２９年４月２７日に正副会長の意思疎通

を深めるため、総務に加えて各部長を副会長とし

ました。 

新型コロナウイルスの感染拡大のために対面

研修が出来なかった 2 年半、その代わりとして日

本更生保護協会講演会などを教材としたオンラ

イン研修を令和 3 年度 8 回、令和 4 年度 8 回、

令和 5 年度上期 3 回おこないました。 

令和４年４月２８日に近隣の食彩館サービス

カウンターに管理依頼していた更生保護サポー

トセンターの鍵を、セキュリティキーボックス壁

掛にし、保護司会の自主管理としました。その結

果、サポートセンターの利用曜日・時間が自由に

なりました。 

令和 4 年 6 月からサポートセンター当番カレ

ンダーは、ホームページにある共用ファイルに各

人が当番日（午前・午後）・面接日時を入力する

システムとしています。 

 

３ 新たな事業展開 

平成２４年６月８日「保護司制度の基盤整備に

関する検討会」の提言「地方公共団体に加え、関

係機関・団体、地域住民に保護司活動の内容や意

義について理解してもらうため、保護観察所と保

護司会が各種方策に取り組むことが必要である」

を受けて、訴求対象を 

・関係機関、地域諸団体から地域住民に 

東灘区保護司会 
保護司会(保護区)の区域／神戸市東灘区 人口／21 万 2,000人 

保護司定数／52 人  現員／47 人（令和 6年 6月 1日） 

保護司会組織／会 長 和田道夫  

       副会長 石畠幸治 松澤 惠 大谷 宏 山下敬一 

協力組織／更生保護女性会 会長 松澤 惠  会員 39 人 

     ＢＢＳ会    会長 田栗江里奈 会員 25 人 

                                  会長 和田道夫 
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・教員、ＰＴＡから生徒に 

・新たに法学部、心理学部の大学生に 

・区役所のＳＮＳで区民に 

変化・拡大しております。 

 

（1）社会を明るくする集い 

平成２４年から従来の室内での関係機関・地域

諸団体への「映画＋講演」に変えて、ショッピン

グセンターに来られる地域住民への屋外広場で

の「音楽＋演技」による街頭活動としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）作文コンテスト 

令和４年から掲示用チラシを作成し、各校への

応募依頼訪問時に配布しています。   

また、従来は表彰状及び記念品を保護司が学校

に届けていたものを、区役所大会議室で表彰式を

行い、区長室で保護者も交えた記念撮影を行って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）東灘区役所による広報活動 

ａ 東灘区役所広報紙コミコミ 

平成２３年１２月号からの「作文コンテスト 

の受賞者紹介」に加えて、平成２７年から７月 

号に「社会を明るくする集いのお知らせ」を掲

載しています。 

ｂ フェイスブック 

 平成３０年４月１３日『皆さま！！「保護司」

をご存じですか？』をスタートに「社会を明る

くする集い」「作文コンテスト」などのお知ら

せを投稿しています。 

ｃ 東灘区役所ホームページの「区長の日記」

「区長お散歩日記」「区長室だより」コーナー 

 平成２９年から「社会を明るく集い」、更に

令和４年から「作文コンテストの表彰式」の記

事を掲載しています。 

ｄ “社会を明るくする運動”推進委員会の 

ページ 

 令和４年５月１７日に開設され、「社会を明

るくする集い」「パネル展示」「作文コンテスト」

などのお知らせと結果報告を掲載しています。 
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（４）学校との連携強化事業 

学校との連携強化事業も平成２７年から、従来

の教員、ＰＴＡ、地域諸団体への「公開ケース研

究」または講演そしてグループ討議等に変えて、

生徒を対象に講演そしてグループ討議等直接語

りかける活動としています。なお、最近の講演テ

ーマは次の通りです。 

令和３年 ちょっと待ってケータイ・スマホ 

令和４年 自分と相手を大切にするために 

令和５年  スマホＳＮＳのトラブルから身を

守るために知っておきたいネットのリスク 

 

（５）大学との連携活動 

東灘地区ＢＢＳ会からの誘いで、平成２９年度

から甲南大学法学部刑事政策ゼミの授業に組み

込んでいただき、担当教授が退官されるまで開講 

しました。また、令和３年度から関西国際大学 

心理学部の地域貢献活動を通じて学ぶ「サービス

ラーニング」（単位数１）のプログラムのひとつ

に採用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）広報部会のＳＮＳ活動 

平成２６年６月２８日に広報部会準備委員会

を立上げ、平成２７年２月２５日に「東灘区保護

司会ホームページ」を開設し。同年４月２４日総

会にて広報部会を発足しました。 

 平成３０年１０月 ホームページのリニュー

アル（有料サイトに切替） 

平成２９年 ３月 ユーチューブを開始 

 平成２９年１１月 フェイスブックを開始 

 平成３０年 ６月 インスタグラムを開始 

       ９月 ツイッターを開始 

 令和 ３年 ８月 全国保護司連盟 

ホームページに初投稿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の取組み 

「神戸市強靱化計画・安全都市づくり推進計画」

に再犯防止推進の取組みが今後追加されること

から、従来の保護司活動の広報啓発に加えて、東

灘区役所をはじめ関係機関、地域諸団体と一体と

なった再犯防止活動を展開していきます。 


